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京都教育大学附属桃山 学校 樋口 万太郎 

．学年・組 第 学年  組児童    

．場  所 年○組教室 

．指 にあた て  

数 組 合わせ 桁 数 作 ，何通 桁 数  

いう問題 あ ，先行学習 児童 × × いう式 通 いうこ

こ う。そうい 児童 ， 落 や重 い う 図や表 用い 調べ

う 言 目的意識や必要感 持 くい 現実 あ 。そこ ，本時 ラッキ ナン

バ 占いゲ 題 ，自 桁 数 設定 ， 数 組 合わせ

桁 数 中 真 中 数 ラッキ ナンバ 示 。こ う 示さ ，式 ラ

ッキ ナンバ 求 こ い。 ， ラッキ ナンバ 数 ，調

べ い 目的意識や必要感 持 ，調べ始 い 考え 。 

 児童 既有体験や既習 落 や重 い う 調べ いう経験 積 い 。  

本単元 ， 落 や重 い う 調べ う 教師 あ 示 実践 く け

，本時 黒板 児童 掲示 クラ 人数 桁 数 落 や重 着目

う 授業 展開 いく。そ 本時 ， あ 書 い。 あ 書く 書

い 大 い。上記 う ，児童 ○○ い い 目的意識や必要感 持

こ 大 あ 。 

 振 返 いう 授業終盤 イ ，本時 ，授業 中盤 解決 大

必要 ポイント 振 返 ，表現 いう時間 取 。そ ，新 問題 取 組 ， 違

う問題 解い う 観点 改 振 返 時間 取 。本時 案

振 返 →振 返 こ 使う→さ 振 返 いうプ セ ，児童 知識 関連付

け 構造化さ ，落 や重 い う 調べ 方法 い 理解 深 こ

い 考え 。理解 深 こ ，児童 表現 振 返 ，

問題，授業中 発言 検討 い い。 

．指 計画 

 本時 びこ 授業 トピック教材 扱う ，単元 場合 数 並べ方 時間目

想定 い 。 

．本時の授業に いて 

本時の目標  

全 組 合わせ 落 や重 い う 調べ こ ，そ 調べ方 い 理解 

 深 。 

授業の主張 振 返 →振 返 こ 使う→さ 振 返 いうプ セ ，落 や

重 い う 調べ 方法 い 理解 深 こ

探  



  

本時の展開  

学習活動 び児童 反応例 指導上 留意点 評価 観点 

． ラッキ ナンバ 占い ゲ  

 知 。 

 

 

 

 

. ラッキ ナンバ 占い ゲ

行う。 

 

ラッキ ナンバ 示  

 

 

．落 や重 い う 全   

 数 調べ，そ 調べ方 共有  

 。 

 

 

 

 

．問題 解決 大 ポ 

 イント 振 返 ，表現 。 

 

 

 

 

．新 問題 解く。 

 

 

．ふ え 。 

 

 

 

 

 

 

 

○児童 書い 桁 数 黒板 掲示  

 こ ，落 や重 あ 状態   

 黒板上 作 出 。 

 

 

 

○黒板 真 中 位置 掲示 い 数  

 ラッキ ナンバ 惚け こ  

 ， 落 や重 あ こ 気 

 せ ， う 調べ いい 

 見通 持 せ 。 

○調べ方 発表 い ，問い返

発問 行い，調べ方 共有 いく。 

○ プ ト 大 思うポイン

ト こ 貼 せ ，板書

い ふ 元 ここ 学

習 振 返 せ，解決 大

必要 ポイント ト 表現さ

せ う 。 

○ 表現 解決 大

必要 ポイント 考えさ

せ う 。 

○ 違う問題 解い う

視点 改 学習 振 返

せ 。 

○ 大 必要 ポイント い

書い 振 返 赤鉛筆 付け加

え ，線 引 せ こ ，

落 や重 い う 調べ

方法 い 理解 深 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 組 合

わせ 落 や重

い う

調べ 。 

 

 

 

全 組 合

わせ 落 や重

い う

調べ 方法

い 表現

こ 。 

 

 

 

全 組 合

わせ 落 や重

い う

調べ 方法

い 表現

こ

。 

 

数 組 合わせ 桁 数 作 。 

教師 こ 後 示 ラッキ ナンバ あ ，ラッキ  

数 何度使用 良い  

数 組 合わせ 桁 数 中 真 中 数 ラッキ ナンバ  


